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と畜検査で急性膵壊死と診断した黒毛和種肥育牛の 1症例

木　村　香　澄†　　　　大　内　　　敏

北海道北見保健所（〒 099-0872　北見市豊田 193）

（2020年 3月 24日受付・2020年 7月 27日受理）

要　　　　　約

と畜場に搬入された 27カ月齢の黒毛和種雌牛において，病理組織学的検査の結果，急性膵壊死と診断した症例に遭
遇した．病歴書によると，と畜場搬入 7日前から食欲不振及び腹部皮膚の振戦が認められ，生体検査でも腹部皮膚の持
続的振戦が確認された．解体後検査では，膵臓は軽度に腫大，表面に線維素が少量付着し，割面では白色～黄色の斑状
病巣がび漫性に認められた．膵臓周囲脂肪組織は肥厚し水腫様で，内部に不整形～帯状の脂肪壊死が散見された．病理
組織学的検査では，膵臓に広範な脂肪浸潤及び脂肪壊死がみられ，脂肪壊死に隣接した膵実質組織に限局して腺房細胞
の変性・壊死及び好中球・マクロファージ主体の炎症細胞浸潤が認められ，急性膵壊死の病理組織学的特徴と多くの点
で一致した．なお，原因の特定には至らなかった．─キーワード：急性膵壊死，牛，脂肪壊死．
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急性膵壊死は，膵外分泌細胞内での消化酵素前駆体の
活性化を引き金とし，膵組織に広範な壊死が起こる疾病
である．発生は犬に多く，時折猫，まれに馬，豚にみられ
る［1］．なお，牛での報告は筆者らの知る限りない．今回，
と畜場搬入牛において，病理組織学的検査の結果，急性
膵壊死と診断した症例について，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

症例牛：北海道内で肉用肥育牛として飼育されていた
27カ月齢の黒毛和種，未経産の雌牛であった．
病理組織学的検査：解体後検査で病変が認められた膵
臓を採取し，10％中性緩衝ホルマリンで固定した．そ
の後，常法に従ってパラフィン切片を作製し，ヘマトキ
シリンエオジン（HE）染色及びコッサ染色を行った．

成　　　　　績

と畜場搬入前の臨床症状：病歴書によると，初診前日
から食欲不振を呈し，初診時（第 1病日）は体温
37.6℃，心拍数 96回／分，呼吸数 28回／分で，腹部皮
膚に振戦が認められた．第一胃及び腸運動は減弱し，排
便は少量であった．眼球はわずかに陥没し，脱水症状を
示した．また，可視粘膜に軽度の貧血がみられた．第四
胃変位及び直腸検査での脂肪壊死は確認されなかった．
第 3病日は体温 37.4℃，心拍数 110回／分，呼吸数 40

回／分で終日伏臥し，起立可能だが歩様は蹌踉であっ
た．足踏みや蹴り上げる動作も，ごく低頻度ながら確認
された．初診時と同様，排便は少量で，脱水症状と腹部
皮膚の振戦が確認された．第 1，3各病日に補液及びタ
ウリン製剤を投与したが，症状の改善がみられず，第 7

病日にと畜場に搬入された．なお，血液検査は実施せず，
同様の症状を示す同居牛はいなかった．
生体検査：体温 39.5℃，体格は全体に丸みを帯び，
肉用肥育牛としての仕上がりは良好であった．元気を消
失するも自力での起立と歩行は可能であり，歩様異常は
みられなかった．腹部の皮膚に連続的で小刻みな振戦が
確認された．この振戦は，生体検査中，終始継続して観
察された．少量の排便もみられた．
解体後検査：膵臓は軽度に腫大，被膜は軽度に肥厚
し，表面に少量の線維素の付着を認めた（図 1a）．膵右
葉は脂肪組織に埋没し，右葉実質と脂肪組織の境界は不
明瞭であった．膵実質はやや脆弱，割面では膵小葉間へ
の脂肪浸潤が高度に認められると同時に，白色顆粒状の
鹸化巣及び黄色水腫様の不整形斑状病巣が膵臓全域にび
漫性に認められた（図 1b）．また，膵小葉及び黄色水腫
様病巣の多くは，周囲を白色鹸化巣により縁取られてい
た（図 1c）．膵蛭寄生や膵石は認められなかった．膵臓
周囲の脂肪組織は肥厚し，広範囲に黄色～赤色水腫様で
（図 1a），刀割すると脂肪組織は軽度～中等度水腫様を
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呈し，灰色で不整形～帯状の脂肪壊死が散見された（図
1d）．その他の臓器に明らかな異常は認められなかった．
病理組織学的検査：膵臓では，小葉間に脂肪細胞の高
度な浸潤及び広範な脂肪壊死が認められると同時に，水
腫もしばしばみられ，出血も散見された．小葉内におい
ても脂肪細胞や壊死脂肪細胞が多数認められた．脂肪壊
死と膵実質組織の境界部では，壊死脂肪細胞と隣接した
腺房細胞に変性や壊死を認め，それらを囲むように好中
球及びマクロファージを主体とする炎症細胞浸潤や細胞
退廃物が認められた（図 2a，b）．腺房細胞の壊死や炎
症細胞浸潤に巻き込まれる形で，膵実質組織の小血管の
変性や出血も散見された．これらの膵実質病変は，脂肪
壊死に隣接した部位に限局し，脂肪壊死と接していない
膵実質組織では比較的固有構造が保たれていた．壊死脂
肪細胞に対する異物性の炎症反応は認められなかった．
周囲を脂肪細胞あるいは壊死脂肪細胞で囲まれた膵小葉
間の小血管において，血管壁の変性が散見された．膵臓
のコッサ染色では，壊死脂肪細胞の中心部は淡染し，辺

縁部は濃染した（図 2c）．膵実質組織は，壊死脂肪細胞
に接したごく狭い範囲において，壊死脂肪細胞から拡散
した微細な顆粒状物質が染色された（図 2d）．

考　　　　　察

急性膵壊死と急性膵炎は，臨床症状が重複すること
や，臓器の精査なしに鑑別が不可能なことから，しばし
ば同一に扱われるが，それぞれ原因や病理組織所見が異
なる［2］．急性膵壊死は，犬では高脂肪食や低蛋白食に
関連し，猫では腹部の外傷や十二指腸内容の逆流などに
起因すると考えられており，病変は小葉辺縁部にみら
れ，周囲の脂肪組織や実質にも波及する．一方，急性膵
炎は，トキソプラズマや上皮親和性ウイルスによる全身
性感染症，敗血症性腹膜炎などに起因し，病変は導管周
囲性あるいは小葉中心性に生じ，小葉間及び実質内へと
拡大する［1, 2］．
本症例の場合，膵小葉内においても，壊死脂肪細胞周
囲に膵腺房細胞の変性や壊死，炎症病変が認められた．

図 1　膵臓及び膵臓周囲脂肪組織の外観と割面
a： 膵臓（白矢印）は軽度に腫大し，表面に少量の線維素が付着．膵臓周囲脂肪組織は肥厚し，黄色～赤
色水腫様であった（白矢頭）．

b： 膵臓割面（黒矢印）では，白色顆粒状の鹸化巣及び黄色水腫様の斑状病巣がび漫性に認められた．
c： 膵臓割面の拡大（一部）．上部が被膜側．膵小葉及び黄色水腫様病巣の多くは，周囲を白色鹸化巣で縁
取られていた（矢印）．

d： 膵臓周囲脂肪組織の割面は軽度～中等度水腫様を呈し，灰色不整形～帯状の脂肪壊死が散見された（黒
矢頭）．
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しかし，膵小葉間及び小葉内への脂肪浸潤が顕著なため
小葉構造が不明瞭ではあったが，膵腺房細胞の壊死及び
炎症病変がおもに位置したのは，膵小葉間の脂肪壊死に
隣接した膵実質周囲であったことから，急性膵壊死に特
徴的な病変の発生部位と一致した．さらに，これらの膵
実質病変は脂肪壊死に隣接した膵実質組織に限局し，脂
肪壊死に隣接しない膵実質組織の固有構造は保たれてい
たこと，加えて膵腺房細胞や導管上皮細胞にウイルス等
の感染に起因する変性剝離や腺房内・膵管腔内の炎症反
応が認められなかったことから，急性膵壊死と診断し
た．また，解体後検査においても，急性膵炎の原因とな
り得る全身性感染症の所見は認められなかった．
医学領域では急性膵壊死という用語は使われず，膵臓
内での消化酵素の病的な活性化により自己消化を起こす
膵臓の無菌的炎症を急性膵炎と定義する［3, 4］．人の
急性膵炎では，膵実質組織の壊死はおもに脂肪壊死に隣
接した領域でみられ，脂肪壊死から離れるにつれて膵実
質の壊死は減少する［5, 6］．本症例の組織所見もこれ

と一致した．
人の場合，肥満は脂肪組織への脂肪蓄積だけでなく，
脂肪組織以外の臓器への脂肪蓄積にも関連する［7］．後
者は異所性脂肪蓄積として知られ［8］，ボディマス指数
（BMI）が 30を超える肥満では，膵臓を含む全身のさ
まざまな臓器に，より多くの脂肪が蓄積する［5］．また，
膵臓内の脂肪は BMI上昇に伴って増加し［6, 9, 10］，
その多くは小葉間に存在する［10-12］．牛でも，ボディ
コンディションスコアと膵臓内の脂肪浸潤は関連する
［13］．本症例も肥育牛であり，いわゆる過肥状態であっ
たことから，膵臓内の脂肪浸潤は過肥に関連したものと
考えられた．

Navinaら［9］は，膵腺房細胞の基底側から漏出した
リパーゼが隣接する脂肪細胞に作用して脂肪分解が起こ
り，それによって流出した不飽和脂肪酸が炎症反応や腺
房細胞の壊死を引き起こすと報告している．加えて，人
では急性膵炎の重症化は肥満と関連し，肥満により膵臓
への脂肪浸潤が増加することで，より多くの不飽和脂肪

図 2　膵臓の組織所見（a，b：HE染色，c，d：コッサ染色）
a： 小葉間に広範な脂肪壊死が認められ，脂肪壊死と膵実質の境界部において，膵実質の壊死及び炎症細胞
浸潤が観察された．脂肪壊死に隣接しない膵実質組織の固有構造は比較的保たれていた．（Bar＝100μm）

b： 脂肪壊死と膵実質の境界部では腺房細胞の変性や壊死が認められ，それらを囲むように好中球とマク
ロファージを主体とする炎症細胞浸潤及び細胞退廃物が認められた．（Bar＝50μm）

c： 壊死脂肪細胞の中心部は淡染し，辺縁部は濃染した．（Bar＝100μm）
d： 膵実質は，壊死脂肪細胞に接したごく狭い範囲で，壊死脂肪細胞から拡散した微細な顆粒状物質が陽
性に染色された．（Bar＝50μm）
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酸が発生し，病勢が重篤化する［5, 9］．牛でも，肥満
牛は病理組織学的に膵小葉間及び小葉内への鹸化を伴う
脂肪浸潤を示す傾向がある［13］．本症例の場合，膵リ
パーゼ漏出と脂肪壊死のどちらが先行したのかは特定で
きなかったが，膵臓内の広範な脂肪壊死及びコッサ染色
の結果から推察すると，肥育によって膵臓内に高度な脂
肪浸潤が起こり，壊死した脂肪細胞から流出した脂肪酸
によって隣接する膵実質が傷害され，炎症反応や腺房細
胞の壊死が発生したことが考えられた．
腹腔内に脂肪壊死を有する牛の膵臓の組織所見につい
て，いくつか報告されている．藤倉ら［14］は，総胆
管周囲に限局した脂肪壊死塊がみられた 1症例の膵臓に
ついて，死後変化のため十分な検索が不可能ではあった
が，膵臓内への脂肪浸潤及び脂肪壊死，脂肪細胞による
膵腺房細胞の圧迫・消失，膵硬変と思われる間質の線維
化がみられたと報告している．島田ら［15］は，結腸・
直腸・腎周囲脂肪組織に脂肪壊死塊がみられた 9症例の
膵臓で，膵小葉間及び膵実質内への脂肪浸潤，膵腺房細
胞の圧迫消失はみられたが，炎症反応はなかったと報告
している．Taniら［13］は，腹腔内脂肪壊死と膵臓と
の関連を調査し，膵臓において，膵小葉間及び膵実質内
への脂肪壊死を伴う脂肪浸潤，膵腺房細胞の萎縮，マク
ロファージを主体とし少量のリンパ球を伴う脂肪壊死周
囲への炎症細胞浸潤，線維化がみられたと報告してい
る．Thar watら［16］は，超音波検査で膵臓が高エ
コーを示した腹部脂肪壊死症3症例について，膵臓では，
線維性結合組織で覆われた巨大な脂肪細胞の膵実質内へ
の浸潤や膵腺房の萎縮がみられたが，炎症反応は目立た
なかったと報告している．本症例の膵臓所見とこれらの
報告を比較すると，膵小葉間・膵実質内への脂肪浸潤及
び脂肪壊死がみられた点は一致した．しかし，膵腺房細
胞の変性・壊死と，それに対する好中球・マクロファー
ジ主体の炎症細胞浸潤がみられたのは，本症例のみで
あった．さらに，膵小葉間の水腫も，他の報告にはない
所見であった．他の報告でみられた壊死脂肪細胞に対す
る異物反応性のマクロファージ浸潤，間質の線維化は，
本症例ではみられなかった．
島田ら［15］は，脂肪壊死部の動脈に水腫性肥厚や

結合組織の増殖による内腔狭窄・閉塞がみられたと報告
している．膵小葉周囲には小血管が走行しており，血流
低下や再灌流が急性膵壊死の発症と関連する可能性があ
る［2］．本症例の膵臓では，脂肪壊死部の動脈病変は確
認されなかったが，膵小葉間の一部の小血管に変性がみ
られたことから，膵臓内への高度な脂肪浸潤によって膵
臓の血流が低下し，それにより壊死した腺房細胞から膵
酵素が漏出して脂肪壊死が発生あるいは増強された可能
性も考えられた．
本症例でみられた腹腔内の脂肪壊死は，と畜検査でし

ばしば発見される硬い石鹸状の脂肪壊死塊とは異なり，
不整形～帯状で水腫を伴い，かつ膵周囲脂肪組織に限局
し，さらに膵実質組織の壊死を伴っていた．腹腔内脂肪
組織の壊死は，急性膵壊死あるいは脂肪代謝障害によっ
て起こる［17］．本症例の場合，膵腺房細胞の壊死がみ
られたことから，急性膵壊死単独による発生の可能性も
考えられた．一方で，膵小葉間に広範な脂肪壊死と小血
管の変性がみられたことから，膵臓内の脂肪組織で代謝
障害による脂肪壊死が先行して発生し，脂肪酸流出によ
り二次的に起きた急性膵壊死によって膵臓内や膵周囲の
脂肪壊死が増強されたとも推察された．あるいは，膵臓
内脂肪浸潤に伴う血流障害によって膵腺房細胞の壊死と
脂肪壊死が同時に発生し，相互に増強された可能性も考
えられた．
急性膵壊死の臨床症状の一つに，激しい腹痛がある

［1, 18］．一方，手術時の疼痛，疝痛あるいはグラステ
タニーの場合にみられる所見として，他の器官の刺激に
より反射的に起こる反射性痙攣があげられる［19］．ま
た，Gleerupら［20］は，牛の疼痛表現の指標の一つ
として筋肉振戦をあげている．牛の膵臓疾患はまれであ
るため［16, 21］，腹痛との関連については今後の検討
が必要だが，本症例でと畜場搬入前及び生体検査時に認
められた腹部皮膚の持続性振戦は，急性膵壊死に起因す
る腹痛である可能性が考えられた．
急性膵壊死発症の原因については不明な点が多く

［2］，本症例も特定には至らなかった．今後も症例を蓄
積し，継続的に調査する必要があると考えられた．
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A Case of Acute Pancreatic Necrosis in a Japanese Black Feedlot Cattle during  
Meat Inspection

Kasumi KIMURA† and Satoshi OHUCHI

＊Hokkaido Prefectural Kitami Health Center, 193 Toyota, Kitami, 099-0872, Japan

SUMMARY

During meat inspection, a 27-month-old Japanese Black heifer was diagnosed with acute pancreatic necrosis 
by histopathological examination.  Seven days before slaughter, the heifer developed anorexia and exhibited 
tremors in the abdominal skin.  Persistent tremors in the abdominal skin were also seen at ante-mortem inspec-
tion.  Lesions were found in the pancreas and peripancreatic adipose tissue at inspection after slaughter.  Mac-
roscopically, the entire pancreas was slightly swollen, and a small amount of fibrin was deposited on the sur-
face.  The cut sur face of the pancreas had a variegated appearance caused by merging yellow areas and white 
areas.  The adipose tissue of the peripancreatic omentum and mesenter y thickened with associated edema, and 
irregularly- or belt-shaped fat necrosis was obser ved in the cut sur face.  In histopathological samples of the 
pancreas, widely fatty infiltration accompanied by saponification was obser ved predominantly in pancreatic 
interstitium, degeneration or necrosis of acinar cells and infiltration of inflammator y cells, chiefly neutrophils 
and macrophages were obser ved around pancreatic parenchyma adjacent to fat necrosis of infiltrative adipo-
cytes.  These histological findings were consistent with the characteristics of acute pancreatic necrosis.  In this 
case, the cause could not be identified. ─ Key words : acute pancreatic necrosis, cattle, fat necrosis.
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